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令
和
四
年
度

治
山
林
道
事
業
の
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

　
令
和
四
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共
予
算
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
三
年
度
当
初
予
算
の
百
・一
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る
千
八
百
六
十
九
億
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
令
和
三
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
ま
す
と
、
令
和
三

年
度
当
初
予
算
の
百
四
十
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

二
千
六
百
三
十
六
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
令
和
四
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、

災
害
列
島
対
策
と
し
て
、
県
土
強
靱
化
を
加
速
し
、「
活
力
あ

る
地
方
」
を
創
生
す
る
た
め
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
を
積
極
的
に
活
用
し
、

令
和
三
年
度
十
一
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
「
十
六
ヶ
月
予

算
」
と
し
て
位
置
付
け
、
公
共
事
業
を
迅
速
か
つ
切
れ
目
な
く

実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
「
強
靱
な
県
土
づ
く
り
」
と
、「
地
域
経
済
の
発
展
」
を

支
え
、「
活
力
あ
る
県
民
生
活
」
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
を

編
成
し
て
お
り
、
今
後
と
も
国
の
補
助
金
や
交
付
金
の
活
用
に

努
め
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
治
山
・
林
道
事
業
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
強
靱
で
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

農
山
漁
村
の
実
現
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

　
治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん
養
、
生
活
環
境

の
保
全
な
ど
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
重
要
な
県
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
中
山
間
地

域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
り
、
安
全
で
安

心
な
生
活
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
の
「
十
六
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

治
山
事
業
で
二
十
六
億
五
千
百
六
十
九
万
二
千
円
、
林
野
地

す
べ
り
防
止
事
業
で
三
億
五
千
三
百
九
十
二
万
三
千
円
で
あ

り
、
両
事
業
を
合
わ
せ
ま
し
て
、
令
和
三
年
度
「
十
五
ヶ
月

予
算
」
の
九
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
三
十
億
五
百 

六
十
一
万
五
千
円
の
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
山
地
災
害
危
険
地
区
や
氾
濫
し
た
河
川
の
上

流
域
等
に
お
い
て
、
治
山
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
流
木
・
土

石
流
・
山
腹
崩
壊
の
抑
制
対
策
や
、「
流
域
治
水
」
と
連
携
し

た
治
山
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

　
林
道
事
業
は
、
林
産
物
の
搬
出
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
重
要
な
基
盤
整
備
事
業
で
す
。
な
か
で
も
、
県
が
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
戦

略
目
標
と
な
る
「
県
産
材
の
増
産
」
を
効
率
的
に
進
め
る
た

め
に
は
、「
林
道
を
核
と
す
る
複
合
的
な
林
内
路
網
の
整
備
」

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

自
然
災
害
に
備
え
、「
避
難
路･

緊
急
輸
送
路
を
補
完
す
る
道

路
」
と
し
て
も
今
後
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
の
「
十
六
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
三
年
度
「
十
五
ヶ
月
予
算
」
比
百
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に

相
当
す
る
二
十
七
億
九
千
八
百
三
十
八
万
三
千
円
の
執
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
木
材
輸
送
の
効
率
化
や
防
災
機
能
の
向
上
に

向
け
た
林
道
の
開
設
・
改
良
、
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予
算

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



区　　　分
15ヶ月予算（A） 16ヶ月予算（B） 当初予算

対比 備考R2年度補正（2月） R3年度当初 R3年度補正(11月) R4年度当初 対比
事業費 事業費（C）箇所数 事業費 箇所数 事業費（D） Ｂ／A Ｄ／Ｃ

治山事業 1,156,000 1,610,999 22 803,000 55 1,848,692 95.8% 114.8%
山地治山 1,070,000 1,304,741 22 803,000 42 1,724,552 106.4% 132.2%
復旧治山 537,000 770,835 11 455,000 22 958,741 108.1% 124.4%
予防治山 240,203 9 321,000 133.6% 133.6%
緊急予防治山 348,000 250,030 10 294,000 9 374,936 111.9% 150.0%
緊急総合治山 95,000 43,673 0.0% 0.0%
防災林造成 90,000 1 54,000 60.0%
機能強化・老朽化対策 1 32,754 皆増 皆増
緊急機能強化・老朽化対策 1 37,121 皆増 皆増

水源地域整備 86,000 252,213 0 0 0 0 0.0% 0.0%
奥地保安林保全緊急対策 86,000 252,213 0.0% 0.0%

流域保全総合治山 0 0 0 0 1 25,111 皆増 皆増
流域保全総合治山 1 25,111 皆増 皆増

保安林整備 0 54,045 0 0 12 99,029 183.2% 183.2%
保安林改良 54,045 12 99,029 183.2% 183.2%

林野地すべり防止事業 173,000 84,239 4 159,000 3 194,923 137.6% 231.4%
地すべり防止 173,000 84,239 4 159,000 3 194,923 137.6% 231.4%

計 1,329,000 1,695,238 26 962,000 58 2,043,615 99.4% 120.6%

（単位：千円）

区　　　分
15ヶ月予算（Ａ） 16ヶ月予算（B） 当初予算

対比 備考R2年度補正（2月） R3年度当初 R3年度補正（11月） R4年度当初 対比
事業費 事業費（C）路線数 事業費 路線数 事業費（D） Ｂ／A D／C

森林基盤整備事業 244,830 2,456,600 6 250,040 51 2,548,343 103.6% 103.7%
県営事業 124,000 1,587,456 3 97,640 17 1,625,320 100.7% 102.4%
地方創生推進交付金 1,459,460 15 1,561,854 107.0% 107.0%
森林環境保全整備事業（公共） 124,000 127,996 3 97,640 2 63,466 63.9% 49.6%

森林資源循環利用林道整備事業 124,000 127,996 3 97,640 2 63,466 63.9% 49.6%
市町村事業 120,830 869,144 3 152,400 34 923,023 108.6% 106.2%
地方創生推進交付金 519,390 18 569,070 109.6% 109.6%
農山漁村地域整備交付金 117,840 7 126,478 107.3% 107.3%
森林環境保全整備事業（公共） 120,830 231,914 3 152,400 9 227,475 107.7% 98.1%

森林資源循環利用林道整備事業 20,605 95,324 1 30,400 2 75,360 91.2% 79.1%
山村強靱化林道整備事業 84,840 1 20,550 5 90,015 130.3% 106.1%
林業専用道整備事業 100,225 51,750 1 101,450 2 62,100 107.6% 120.0%

計 244,830 2,456,600 6 250,040 51 2,548,343 103.6% 103.7%

（注）１．令和４年度当初予算は、国の内示により変動する。

（注）１．令和４年度当初予算は国の内示により変動する。

１．令和４年度　治　山　事　業

２．令和４年度　林　道　事　業
（単位：千円）
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新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
繁
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
農
林
水
産
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

治
山
林
道
事
業
は
も
と
よ
り
、
本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
林
水
産
業
の
発
展
と
競
争
力
強
化
に
向
け
、
誠
心
誠

意
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
を
は
じ
め
全
国
に
お
い
て
、「
驚
異
的
な
ペ
ー

ス
」
で
感
染
が
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
第
六
波
」

は
、
減
少
に
転
じ
た
も
の
の
、
新
た
な
「
派
生
型
ウ
イ
ル
ス
」

の
確
認
に
よ
り
、
再
び
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ワ
ク
チ
ン
の
「
三
回
目
接
種
」

や
御
家
族
ぐ
る
み
の
健
康
管
理
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
お
け

る
感
染
拡
大
防
止
に
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
人
口
減
少
の
克
服
」
に
向
け
た

県
の
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
・
第
二
幕
」
で
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
」
を
踏
ま
え
、
大
都
市
部
の
「
感
染
症
に
対
す
る
脆
弱

性
」
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
「
地
方
回
帰
の
機
運
」
を
逃
す
こ

と
な
く
、
コ
ロ
ナ
後
を
俯
瞰
し
た
「
価
値
観
の
変
容
」
に
即

応
し
て
い
く
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

今
、
県
を
挙
げ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
世
界
的
な
気
候
変
動
に
伴
い
、
近
年
、「
大
規

模
な
自
然
災
害
」
の
発
生
が
全
国
各
地
で
急
増
し
、
そ
の
被

害
の
程
度
も
「
激
甚
化
」
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
九
月
の
県
南
部
に
お
け
る
「
線
状
降
水
帯
」
の
発
生

や
、
九
州
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
二
年

七
月
豪
雨
」
な
ど
、
毎
年
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
、
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
多
く
の
尊
い

人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
、
日
本
列
島
に
お
け
る
「
大

規
模
災
害
」
は
「
人
口
減
少
」
と
並
ぶ
国
の
最
重
要
課
題
で

あ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」
を
含
め
、
我
が
国
は
、
ま
さ
に
「
三

つ
の
国
難
」
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
の
「
令
和
四
年
度
当
初
予
算
」
で
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
」、「
人
口
減
少
」、「
災
害
列
島
」
三
つ
の
国
難
打

破
に
向
け
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
処
方
箋
」
と
な
る
「
Ｇ

Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」、「
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
「
国

難
対
策
」
に
組
み
込
み
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
新
時
代
」
に
向

け
た
未
来
へ
の
取
組
み
を
加
速
す
る
「『
新
次
元
の
分
散
型

国
土
』
創
出
！
十
六
か
月
予
算
」
と
し
て
、「
令
和
三
年
度

十
一
月
補
正
予
算
」、「
令
和
三
年
度
二
月
補
正
予
算
」
と
一

体
的
に
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、「
災
害
列
島
対
策
」
の
中
核
と
な
る
公
共
事
業

予
算
と
し
て
は
、
本
県
は
じ
め
全
国
知
事
会
か
ら
の
度
重
な

る
提
言
に
よ
り
実
現
し
た
「
国
土
強
靱
化
・
五
か
年
加
速
化

対
策
」
を
積
極
的
に
活
用
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
一
千
億

円
台
を
超
え
る
総
額
一
千
五
十
六
億
円
と
し
、
前
年
度
十
五

か
月
予
算
対
比
で
三
十
四
億
円
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
強
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
単
独
維
持
補
修
費
に
つ
い
て
も
、
総
額

八
十
八
億
円
と
、
過
去
最
大
規
模
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

加
え
て
、公
共
事
業
の
「
一
層
の
平
準
化
」
と
「
執
行
加
速
」

を
図
る
た
め
の
「
平
準
化
加
速
枠
」
百
億
円
を
設
け
、「
地

方
創
生
を
支
え
る
災
害
に
屈
し
な
い
『
新
次
元
の
分
散
型
国

土
』
の
創
出
」
の
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
県
民
の
皆

様
方
の
安
全
・
安
心
の
実
感
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
治
山

林
道
事
業
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
や

活
性
化
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、本
県
経
済
を
支
え
る「
社

会
基
盤
の
整
備
」
は
も
と
よ
り
、
迫
り
来
る
大
規
模
災
害
の

脅
威
を
迎
え
撃
つ
「
県
土
強
靱
化
」、
ひ
い
て
は
「
地
方
創

生
の
実
現
」
に
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
土
強
靱
化
及
び
地
方
創
生
の
成
果
と
し
て

県
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

徹
底
し
た
「
県
民
目
線
・
現
場
主
義
」
の
も
と
、
市
町
村
や

地
域
住
民
の
皆
様
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
治
山
林
道
事
業
の
推
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
な
森
林
整
備
の
基
盤
と
な
る
「
路
網
整
備
」

を
一
層
推
進
し
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の
有
効
活
用
に
よ

り
、
吸
収
量
の
増
大
を
図
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続

的
か
つ
高
度
発
揮
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら

の
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
挨
拶

就
任
挨
拶

徳
島
県
農
林
水
産
部
長
　
　
　
　
　
　

平
　
井
　
琢
　
二
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四
月
一
日
付
け
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
森
林
整
備
課

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
県
の
治
山
林
道
事
業
の
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

治
山
林
道
協
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
本
県
の
森
林
・

林
業
行
政
は
も
と
よ
り
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
に
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、近
年
「
大
型
化
す
る
台
風
」
や
予
測
が
難
し
い
「
線

状
降
水
帯
」
等
に
よ
る
「
豪
雨
災
害
」、
今
後
三
十
年
以
内

に
七
〇
～
八
〇
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
な
ど
、
大
規
模
災
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
災
害
に
よ
る
中
山
間
地
域
の

荒
廃
は
、
水
源
地
の
喪
失
や
土
砂
の
流
出
な
ど
下
流
域
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
に
備
え
る
「
事
前
復

興
」
は
急
務
で
、「
治
山
」
施
設
の
整
備
等
ハ
ー
ド
対
策
と

共
に
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し
た
時
に
災
害
復
旧
が
迅
速

森
林
整
備
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
　
中
　
勝
　
也
　

に
行
え
る
人
材
育
成
な
ど
体
制
整
備
、
す
な
わ
ち
ソ
フ
ト
対

策
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
林
道
」
は
、
本
県
の
豊
富
な
森
林
資
源
で
あ
る
木

材
等
を
搬
出
し
、
県
産
木
材
を
増
産
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
基
盤
整
備
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
平
時
は
地
域

の
生
活
道
、
緊
急
時
に
は
避
難
路
や
迂
回
路
と
し
て
、
複
合

的
な
機
能
を
併
せ
持
ち
、「
徳
島
県
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
木
材

の
供
給
不
足
と
な
り
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
が
生
じ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
県
産
材
を
増
産
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
林

道
整
備
の
重
要
性
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
あ
る
「
治
山
林
道
事
業
」
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
を
実
施
す
る
中
山
間
地
域

の
再
生
と
強
化
が
必
要
で
す
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り
、

多
く
が
限
界
集
落
と
な
っ
た
中
山
間
地
域
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
施
策
が
有
効
な
の
か
。
地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
強
化
な

ど
基
礎
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
私
は
、「
人
を
呼
び
戻
す
こ
と
」、
そ
し
て
「
若
者

が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
」
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
元
で

頑
張
っ
て
地
域
資
源
等
を
継
承
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
都
会
の
生
活
か
ら
地
方
の
生
活
に
目
を
向

け
ら
れ
た
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
々
や
、
地
元
で
育
っ
た
若
者

が
本
県
中
山
間
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
地
域
を
活
性
化

し
、
次
世
代
を
担
っ
て
欲
し
い
と
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
事
業
等

の
実
施
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
建
設
業
の
皆
様
の
お

力
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
昨
年
二
月
の
補
正
予
算
で
ス

タ
ー
ト
し
た
「
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
カ

年
加
速
化
対
策
」
を
は
じ
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
強
靱
化

対
策
を
推
進
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
積
極
的
に
予
算
確
保
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
御
支

援
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◎
農
林
水
産
部

　

部
長

　
　

平　

井　
　

琢　

二

　
　

《
消
費
者
く
ら
し
安
全
局
長
》

◎
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局　

⇒

　
廃
止

　

局
長

◎
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課

　

課
長

　
　

田　

中　

勝　

也

　
　

《
鳥
獣
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
造
課
長
》

　

副
課
長

　
　

伊　

藤　
　
　

岳

　
　

《
ス
マ
ー
ト
林
業
課
課
長
補
佐
（
公
有
林
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

面　

田　

耕　

市

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

都　

築　

弘　

充

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉
主
任
主
事
（
森
林

整
備
担
当
）》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉

　

課
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

松　

下　

俊　

郎

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

井　

川　

恭　

一

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉
課
長
補
佐
（
林
務

担
当
）》

　

主
席
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

岩　

切　

浩　

一

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉
主
席
（
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
一
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

蓮　

田　

和　

也

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
主
事
（
森
林
整
備

担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

坂　

前　

奈
緒
也

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉
主
事
（
森
林
整
備

担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

武　

市　
　
　

誠

　
　

《
新
規
採
用
》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉

　

主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

松　

下　

亮　

太

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
主
事
（
森
林
整
備

担
当
）》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

藤　

丸　

佳　

典

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉
主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

山　

西　

昭　

広

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉
主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

橋　

本　

翔　

真

　
　

《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
主
事（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

平　

山　

潮　

里

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

鈴　

木　

隼　

人

　
　

《
新
規
採
用
》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

野　

尻　
　
　

徹

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
主
査
兼
係
長
（
森

林
整
備
担
当
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

山　

部　

隆　

雄

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
係
長
（
森
林
整
備

担
当
）》

　

主
任
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

桑　

田　

悠　

司

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
主
任
主
事
（
森
林

整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

岡　

本　

七　

海

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
主
事
（
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
二
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

本　

多　

祥　

梧

　
　

《
新
規
採
用
》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉

　

課
長
補
佐
（
林
務
担
当
）

　
　

一　

原　

哲　

也

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

県
人
事
異
動

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉

　

南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
次
長
（
那
賀
担
当
）

　
　

島　

村　

雄　

三

　
　

《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
副
課
長
》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

村　

浪　

彰　

英

　
　

《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
課
長
補
佐
（
森
林
整
備

担
当
）》

　

主
任
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

亀　

谷　
　
　

遼

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉
主
任
主
事
（
林
務
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

生　

田　

厚　

志

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

山　

田　

咲　

月

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
主
事
（
林
業
振
興

担
当
）》

◎
治
山
・
林
道
関
係
以
外
に
転
出
さ
れ
た
方
々

　

保
健
福
祉
部
長

　
　

森　

口　

浩　

德

　
　

《
農
林
水
産
部
長
》

　

政
策
創
造
部
長

　
　

村　

山　

直　

康

　
　

《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長
》

　

農
林
水
産
部
付
（
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構
派
遣
）

　
　

尾　

形　

幸　

彦

　
　

《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
長
》

　

東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
（
林
業
振
興
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

西　

岡　

英　

樹

　
　

《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー

ダ
ー
）》

　

農
林
水
産
部
ス
マ
ー
ト
林
業
課
課
長
補
佐
（
造
林
・
担
い
手
担
当
）

（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

古　

野　

幸　

司

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
課
長
補
佐
（
森
林

整
備
担
当
）》

　

農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
主
査
兼
係
長
（
林
地
保
全
担
当
）

　
　

福　

田　

誠　

司

　
　

《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉
係
長
（
森
林
整
備

担
当
）》

　

西
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
〈
美
馬
〉
主
事
（
環
境
担
当
）

　
　

鎌　

田　

航　

大

　
　

《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉
主
事
（
森
林
整
備

担
当
）》

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
）

︽　
︾
は
旧
所
属
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入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

　

令
和
４
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
、
治
山
林
道
工
事
に
関
係
す
る
事
項
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

近
年
、
建
設
産
業
は
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
働
き
手

の
高
齢
化
や
若
年
入
職
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
深
刻
な
担

い
手
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
守
り
手
と
な
る
建
設
産
業
が
、

引
き
続
き
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
働

き
方
改
革
の
推
進
」
や
「
就
労
環
境
の
改
善
」
を
図
り
、
若

者
を
は
じ
め
と
す
る
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
む
な
ど
、
建

設
産
業
が
健
全
に
発
展
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
県

土
強
靱
化
事
業
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
執
行
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
へ
の
働
き
方
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る

中
、「
生
産
性
の
向
上
」
を
図
る
た
め
、
建
設
分
野
に
お
い

て
も
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
実
装
に
向
け
た
取
組
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
入
札
・
契
約
制
度
改
正
で
は
、

　
１
．
地
域
の
守
り
手
と
な
る
建
設
産
業
の
健
全
な
発
展
を

目
指
し
て

　
２
．
県
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
好
循
環
を

目
指
し
て

　
３
．
建
設
分
野
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
目
指
し
て

　

な
ど
３
つ
の
視
点
か
ら
、
所
要
の
制
度
設
計
及
び
運
用
の

改
善
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
・
契
約
制
度
改
正
は
、
令
和
４
年
５
月
１
日

以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

１
．
地
域
の
守
り
手
と
な
る
建
設
産
業
の

　
　
健
全
な
発
展
を
目
指
し
て

【
建
設
企
業
・
技
術
者
の
適
正
な
評
価
】

建
設
企
業
の
格
付
け
制
度
等
の
見
直
し

①　

土
木
一
式
工
事
の
格
付
け
対
象
工
事
を
拡
大
す
る
。

　

・
格
付
け
の
工
事
成
績
加
算
率
の
対
象
工
事
に
四
国
地
方

整
備
局
発
注
工
事
を
追
加
す
る
。

　

※
令
和
４
年
度
の
格
付
け
か
ら
実
施

②　
「
工
事
請
負
業
者
の
格
付
け
を
定
め
る
場
合
の
主
観
点

数
算
定
要
領
」
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
）
登
録
企
業
を
格
付
け
で
加
点
す
る
。

　
・
２
か
年
分
を
審
査
（
Ｒ
４
・
１
・
１
時
点
で
加
入
：
５
点
、

Ｒ
５
・
１
・
１
時
点
で
加
入
：
３
点
）

　

※
令
和
５
年
度
の
格
付
け
か
ら
実
施

③　

技
術
検
定
制
度
の
改
正
に
対
応
し
、
技
士
補
を
格
付
け

で
適
正
に
評
価
す
る
。

　

・
若
年
労
働
者
の
雇
用
で
技
士
補
新
規
取
得
を
加
点
す
る
。

　

※
令
和
３
・
４
年
度
の
取
得
を
令
和
５
年
度
の
格
付
け
か

ら
実
施

　

・
経
営
事
項
審
査
の
制
度
改
正
に
対
応
し
、
１
級
技
士
補

を
技
術
力
で
加
点
す
る
。

　

※
令
和
４
年
度
の
格
付
け
か
ら
実
施

④　

子
育
て
に
優
し
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
企
業
で
評
価
す
る
。

　

・
徳
島
県
は
ぐ
く
み
支
援
企
業
等
の
認
証
企
業
（
Ｒ
５
・

１
・
１
時
点
で
認
定
済
：
５
点
）

　

※
令
和
５
年
度
の
格
付
け
か
ら
実
施

【
働
き
方
改
革
の
推
進
】

建
設
分
野
へ
の
週
休
２
日
制
の
導
入
を
加
速

①　

災
害
復
旧
工
事
等
を
除
く
全
て
の
工
事
に
お
い
て
、
工

事
現
場
の
一
斉
閉
所
日
を
設
定
す
る
。

　

【
令
和
４
年
度
】
毎
月
第
２
土
曜
日
を
一
斉
閉
所
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
標
：
毎
月
１
回
以
上
）

　

【
令
和
５
年
度
】
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
を
一
斉
閉
所
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
標
：
毎
月
２
回
以
上
）

②　
「
担
い
手
確
保
モ
デ
ル
工
事
」
に
お
け
る
週
休
２
日
の

「
発
注
者
指
定
型
」
の
試
行
対
象
を
設
計
金
額
３
千
万
円

以
上
の
災
害
復
旧
工
事
等
を
除
く
全
て
の
農
林
土
木
工
事

に
拡
大
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用
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２
．
県
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る
地
域
経
済

　
　
の
好
循
環
を
目
指
し
て

【
県
土
強
靱
化
事
業
の
迅
速
な
執
行
】

1　
受
注
機
会
の
分
散
・
余
暇
期
間
制
度
の
拡
充
に
よ
る

執
行
体
制
の
強
化

①　

施
工
者
分
割
型
入
札
方
式
（
一
抜
け
方
式
）
の
運
用
を

見
直
す
。

　

・
同
一
工
事
区
域
に
お
け
る
一
抜
け
方
式
の
分
割
数
は
２

～
３
を
基
本
と
し
、
当
面
の
間
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
現
場
条
件
に
よ
り
適
宜
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

②　

余
裕
期
間
制
度
に
「
任
意
着
手
方
式
」
を
追
加
す
る
。

　

・
落
札
者
が
自
ら
工
事
着
手
日
を
設
定
で
き
る
「
任
意
着

手
方
式
」
を
導
入
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

2　
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等
の
兼
務
要
件
の
拡
充

①　

企
業
の
施
工
体
制
強
化
の
た
め
、
当
面
の
間
、
特
例
監

理
技
術
者
の
兼
務
要
件
を
緩
和
す
る
。

　

・
東
部
農
林
水
産
局
又
は
各
総
合
県
民
局
の
各
局
管
内
の

２
つ
の
工
事

　

・
徳
島
県
が
発
注
す
る
当
初
請
負
対
象
金
額
が
２
億
円
未

満
の
工
事
、
又
は
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
発
注
し
監

理
技
術
者
の
兼
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
公
共
工
事

　

・
低
入
札
工
事
、
災
害
復
旧
工
事
や
維
持
工
事
で
な
い
こ

と

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

②　

建
設
業
許
可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
に
対
応
し
、

主
任
技
術
者
等
の
配
置
要
件
を
緩
和
す
る
。

　

・
経
営
業
務
管
理
責
任
者
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
り
、
営
業
所
等
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合
と
同

等
の
職
務
を
遂
行
で
き
、
常
時
連
絡
を
と
る
こ
と
が
可

能
な
場
合
、
専
任
を
要
し
な
い
主
任
技
術
者
等
と
の
兼

務
を
可
能
と
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

③　

鋼
構
造
物
維
持
修
繕
工
事
に
お
い
て
、
技
術
者
の
配
置

要
件
を
緩
和
す
る
。

　

・
企
業
の
施
工
体
制
強
化
の
た
め
、
当
分
の
間
、
監
理
技

術
者
補
佐
に
つ
い
て
、
開
札
日
時
点
で
雇
用
関
係
に
あ

る
こ
と
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

3　
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
評
価
等
の
見
直
し

①　
「
継
続
学
習
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）」
に
係
る
評
価
基
準
を
、
当
面

の
間
、
緩
和
す
る
。

　

・
有
効
期
間
：
原
則
、
過
去
５
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の

入
札
公
告
日
ま
で

　
　
　
　
　

⇒

　

過
去
７
か
年
度
及
び
当
該
年
度
の
入
札
公

告
日
ま
で

　

・
直
近
の
単
位
取
得
単
位
：

　
　
　
　
　
　
　

前
年
度
に
単
位
取
得
が
な
い
も
の
は
評
価

し
な
い
。

　
　
　
　
　

⇒

　

前
年
度
又
は
前
々
年
度
の
単
位
の
取
得
状

況
は
考
慮
し
な
い
。

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

②　

優
良
工
事
表
彰
・
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
の
受
賞
実
績

を
評
価
す
る
。

　

・
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
「
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
」

の
「
若
手
建
設
技
術
者
奨
励
賞
（
部
長
賞
）」
受
賞
者

を
総
合
評
価
で
評
価
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
総
合
評
価
で
加
点

　

・
令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
「
優
良
工
事
表
彰
」
の
「
優

良
下
請
工
事
表
彰
」
受
賞
企
業
（
格
付
け
Ｂ
等
級
）
を

総
合
評
価
で
評
価
す
る
。

　

※
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
総
合
評
価
で
加
点

③　
「
地
域
貢
献
度
」
の
評
価
要
件
を
拡
充
す
る
。

　

・
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
、
迅
速
か
つ
効

率
的
な
道
路
啓
開
を
担
う
建
設
企
業
を
適
正
に
評
価
す

る
た
め
、
地
域
防
災
力
に
係
る
配
点
を
見
直
す
。

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

【
就
労
環
境
の
改
善
】

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し

①　

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
観
点
か
ら
、最
低
制
限
価
格
、

低
入
札
価
格
調
査
基
準
価
格
等
の
算
定
率
を
引
き
下
げ

る
。（
一
般
管
理
費
等
×
０
・
６
８
）

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

②　

契
約
締
結
時
に
法
定
外
労
働
災
害
保
険
の
加
入
証
明
書

等
の
提
出
を
求
め
る
対
象
を
、
農
林
水
産
部
発
注
の
全
て

の
工
事
に
拡
大
す
る
。

　

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
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を
行
う
案
件
か
ら
適
用

③　

受
発
注
者
が
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
共
有
す
る
「
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表
」
を
作
成
す
る
。

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

④　

提
出
書
類
の
簡
素
化
・
標
準
化
を
図
り
、「
工
事
関
係

書
類
等
の
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
拡
充
す
る
。

⑤　

地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
積
算
対
応
を
行
う
。

　

・
主
要
資
材
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
類
）
の
急
激
な
価
格
変
動

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
弾

力
的
な
運
用
を
図
る
。

　

・
山
間
部
等
の
資
材
運
搬
経
路
が
狭
小
な
工
事
現
場
に
お

い
て
、
適
正
な
工
事
価
格
を
算
出
す
る
た
め
、「
小
型

車
運
搬
割
増
（
砕
石
等
）」
の
単
価
を
設
定
す
る
。

３
．
建
設
分
野
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
目
指
し
て

【
生
産
性
の
向
上
】

1　
産
学
官
連
携
に
よ
り
建
設
分
野
の
Ｄ
Ｘ
を
加
速

　
　
「
徳
島
県
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
・
拡
大
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を

図
る
。

2　
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
働
き
方
を
拡
大

①　
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）」
を
積
極
的
に
活
用

す
る
た
め
、「
発
注
者
指
定
型
」
の
対
象
を
設
計
金
額

５
千
万
円
以
上
の
農
林
土
木
工
事
に
拡
大
す
る
。

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

②　
「
遠
隔
臨
場
」
及
び
「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
」
の
「
発
注
者
指

定
型
」
を
実
施
す
る
。

　

・「
遠
隔
臨
場
」
は
設
計
金
額
５
千
万
円
以
上
の
農
林
土

木
工
事
で
試
行
す
る
。

　

・「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
」
は
、
設
計
金
額
１
千
万
円
以
上
の
委

託
業
務
に
適
用
す
る
。

　

※
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

3　
建
設
業
許
可
・
経
営
事
項
審
査
の
電
子
化

　
　

建
設
業
許
可
、
経
営
事
項
審
査
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　

※
令
和
５
年
１
月
か
ら
運
用
開
始
予
定

４　
建
設
産
業
へ
の
支
援

【
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減
】

1　
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
等
を
推
進

①　
「
県
内
企
業
優
先
発
注
及
び
県
内
産
資
材
の
優
先
使
用

の
た
め
の
実
施
方
針
」
に
基
づ
き
県
内
企
業
へ
の
優
先
発

注
を
推
進
す
る
。

②　

県
内
産
資
材
調
達
を
推
進
す
る
。

③　

県
内
産
出
の
原
材
料
及
び
技
術
の
優
先
使
用
を
推
進
す

る
。

2　
講
習
会
の
実
施
等
に
よ
り
建
設
企
業
を
支
援

①　

入
札
等
支
援

　

・
入
札
参
加
に
必
要
な
見
積
り
、
総
合
評
価
落
札
方
式
、

施
工
体
制
等
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の

講
習
会
を
実
施
す
る
。

　

・
県
が
公
表
す
る
「
発
注
見
通
し
・
発
注
情
報
」
に
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
を
追
加
す
る
。

②　

電
子
化
支
援

　

・
電
子
納
品
に
関
す
る
個
別
相
談
会
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、習
熟
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
す
る
。

　

・
市
町
村
と
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
の
拡
大

を
図
る
。

③　

建
設
業
支
援

　

・
建
設
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
長
久

館
と
連
携
し
、
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
や

i-Construction

を
担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
講
習
会
等
、
各
種
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　

・
建
設
工
事
従
事
者
の
処
遇
改
善
、
担
い
手
確
保
を
図
る

た
め
、「
建
設
企
業
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」の
登
録
を
支
援
す
る
。

　

・
建
設
企
業
が
現
場
代
理
人
等
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
配

置
で
き
る
よ
う
、「
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等

設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
周
知
を
図
る
。

　

・
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
及
び
認
定
企
業
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

　

・
建
設
企
業
の
負
担
軽
減
と
県
及
び
市
町
村
の
事
務
の
合

理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
請
窓
口
の
県
へ
の
一

元
化
や
申
請
書
類
の
共
有
化
を
実
施
す
る
。
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❶❶　　
趣
旨
趣
旨

　

公
共
事
業
の
事
業
量
に
つ
い
て
は
、
閑

散
期
と
繁
忙
期
の
差
が
激
し
い
状
況
で
あ

り
、
技
術
者
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
中
、

限
ら
れ
た
人
材
で
効
率
的
に
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
は
事
業
量
の
平
準
化
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

円
滑
な
事
業
の
実
施
や
担
い
手
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
治
山
林
道
事
業
に
お
い
て

発
注
・
施
工
時
期
の
平
準
化
に
向
け
た「
当

初
ゼ
ロ
国
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

❷❷　　
内
容
内
容

　

治
山
事
業
、
森
林
整
備
事
業
（
森
林
資

源
循
環
利
用
林
道
整
備
事
業
、
山
村
強
靱

化
林
道
整
備
事
業
、
林
業
専
用
道
整
備
事

業
）
に
つ
い
て
、
当
年
度
に
契
約
行
為
だ

け
を
実
施
し
国
庫
支
出
を
翌
年
度
に
行
う

「
ゼ
ロ
国
債
」
の
導
入
を
当
初
予
算
に
お

い
て
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

❸❸　　
事
業
実
施
主
体

事
業
実
施
主
体

　

県
、
市
町
村

令和４年度
治山林道事業関連新規制度について

（「ゼロ国債」の導入）
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　昨年度開催した治山林道技術基本研修会の名称を改正し、施工管理技術基本研修会として、以下のとおり
開催いたします。

　今年度の技術研修会も、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「三密回避」のため、以下のとおり４
会場で開催いたします。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（4 unit）に登録されています。

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習プログラム（6 unit）に登録されています。

●チェーンソーの安全操作について
●地すべり対策基礎講座　　　　　　　　　ほか

西 部 会 場

令和４年度 施工管理技術基本研修会の開催について

研修内容

●森林土木事業におけるドローンの活用
●土木技術者の原点と今後の対策セミナーⅧ
●労働安全衛生について　　　　　　　ほか

研修内容

日時：令和4年10月３日（月）　10時～17時
場所：メイン会場　徳島県建設業協会　三好支部
　　　　　　　　　　（三好市池田町マチ2425-1）
　　　サテライト会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下 100-6）

東 部 会 場

日時：令和4年10月４日（火）　10時～17時
場所：徳島県建設センター
　　　（徳島市富田浜２丁目10）

南 部 会 場

日時：令和4年10月５日（水）　10時～17時
場所：徳島県建設業協会　那賀支部
　　　（那賀町吉野字弥八かへ33-2）

令和４年度 治山林道技術研修会の開催について

日時：令和4年８月２日（火）　13時～17時
場所：メイン会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下100-6）
　　　サテライト会場　徳島県建設業協会　那賀支部
　　　　　　　　　　（那賀町吉野字弥八かへ 33-2）

お知らせ
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第38回

【
締
め
切
り
】令
和
４
年
５
月
27
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

主
催
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

●
最
優
秀
賞　
一
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
二
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
優
秀
賞　
三
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
一
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
佳　
　
作　
五
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
五
千
円
相
当
の
商
品
券
）

●
写
真
内
容

　
　

治
山
林
道
工
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
構
造

物
と
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
風
景
。

　
　

又
は
森
林
の
果
た
す
役
割
、
森
林
と
人
間

と
の
か
か
わ
り
、森
林
と
水
辺
の
景
観
な
ど
。

●
応
募
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
、
又
は
通
学
、
勤
務

す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
方
。

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
・
表
彰

●
応
募
規
定

▪
撮
影
場
所

　

県
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

▪
作
品
の
規
格

　

カ
ラ
ー
の
キ
ャ
ビ
ネ
判
（
一
二
・
七
㎝
×

一
七
・
八
㎝
）
で
プ
リ
ン
ト
し
て
、
デ
ー
タ

（
五
〇
〇
万
画
素
以
上
）
を
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ

も
し
く
は
メ
モ
リ
ー
に
保
存
し
て
添
付
す

る
。
ま
た
、作
品
ご
と
に
応
募
票
（
自
作
可
）

を
貼
り
付
け
て
下
さ
い
。

▪
応
募
作
品
は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。応
募
作

品
の
数
は
問
い
ま
せ
ん
。応
募
作
品
の
返
却

は
致
し
ま
せ
ん
。

▪
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

▪
入
賞
通
知

　

令
和
四
年
六
月

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、「
治
山
林

道
協
会
報
」
に
発
表
し
ま
す
。

▪
審
査

　

主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

作
品
・
送
り
先

写
真
テ
ー
マ

❶ 

テ
ー
マ

　

山
地
災
害
の
防
止
、
森
林
や
治
山
事
業
の
効
果
、

防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け

る
も
の

　
受
賞
作
品

❷ 

応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
等
に
作
品
や
氏
名
、
住
所
等
を
記
載

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

締
め
切
り

　

令
和
四
年
八
月
末
日

❹ 

応
募
先

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
「
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

山
地
災
害
防
止

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
　（一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会

山
地
災
害
防
止

作
品
募
集

令和4年度

日時：令和４年７月11日（月） 　PM３：30～
場所：徳島県建設センター（徳島市富田浜二丁目）

第64回　徳島県治山林道協会通常総会お知らせ

▲

第37回
最優秀賞

▲ 
第
37
回
最
優
秀
賞

「
森
の
木
が

　
ぐ
っ
と
根
を
は
り

　
　
　
　
土
砂
防
ぐ
」

「
将
来
を

　
見
据
え
て
進
め
る

　
　
　
　
治
山
事
業
」
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「
植
樹
し
て
、

　小
さ
な
苗
に

　未
来
を
た
く
す
」

野

　口

　美

　佳
　さ
ん

奨
励
賞

奨
励
賞

　
日
本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
山
地
災
害
防
止
標
語
・
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
本
県
か
ら
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
神
山
町
の
神
領
小
学
校
６
年
生
橋
本
篤
さ
ん
が
全
国
第
３

席
の
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
の
作
品
は
、

昨
年
の
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み

て
森
林
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
中
が

緑
豊
か
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
市
川
内
町
の
公
務
員
野
口
美
佳
さ
ん
が
全
国
第
３
席

の
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
野
口
さ
ん
の
作
品
は
、
渓

流
に
設
け
ら
れ
た
治
山
堰
堤
が
崩
れ
落
ち
た
土
石
を
止
め
て

い
る
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
山
地
災
害
を
防
止
す

る
治
山
事
業
へ
の
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
市
川
内
町
の
会
社
員
山
田

知
瑛
里
さ
ん
が
全
国
第
２
席
の
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
田

さ
ん
の
作
品
は
、
平
成
１
６
年
の

台
風
で
約
８ha

が
崩
壊
し
た
那

賀
町
阿
津
江
の
地
す
べ
り
防
止
工

事
の
現
場
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。

　
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
主
催
の
森
林
土
木
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、当
協
会
か
ら
推
薦
し
た
河
野
真
二
さ
ん
（
神

山
町
）
の
作
品
が
全
国
第
２
席
の
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
は
、森
林
土
木
の
各
種
事
業
が
、森
林
・

林
業
を
基
盤
か
ら
支
え
る
と
共
に
、
国
民
の
生
命
財
産
を
守
っ

て
い
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民

各
層
に
浸
透
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
河
野
さ
ん
の
作
品
は
、
令
和
元
年
台
風
10
号
に
よ
り
被
災
し

た
林
道
倉
羅
川
井
峠
線
の
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
現
場
を

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

編 集 後 記 本協会の主な動向（１月～３月）
１月
26日㈬　令和３年度第２回全国治山林道協会長
　　　　会議　　　　　　　　　　　（東京都）
　　　　令和４年度民有林振興会通常総会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）
27日㈭　日本林業再生における協会活動等に関
　　　　する研究会　　　　　　　　（東京都）
　　　　令和３年度全国森林土木建設業協会
　　　　常勤役員、事務局長等会議　　（東京都）
31日㈪　令和４年度林道事業　国予算要望
　　　　　　　　　　　　　　（リモート会議）
２月
1 日㈫　令和４年度治山事業　国予算要望
　　　　　　　　　　　　　　（リモート会議）
３月
4 日㈮　令和３年度第２回施工委員会
　　　　　　　　　　（徳島市：建設センター）
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語
・
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真
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ク
ー
ル

令
和
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年
度

令
和
３
年
度

全
国
森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

優
秀
賞

河

　野

　真

　二
　さ
ん

橋

　本

　
　
　篤
　さ
ん

　今年の桜は、３月30日に満開を迎えた後、天気に恵まれたため、比較
的長い期間お花見を楽しめましたが、それから季節が進み、葉桜の新緑
が目に優しい新年度が始まりました。
　さて、徳島県の令和４年度予算は、アフターコロナの処方箋となる
「GX」と「DX」を３つの国難対策に組み込んだ「『新次元の分散型国土』
創出！ 16か月予算」として、国の経済対策に即応した令和３年度補正
予算と一体的に編成され、治山林道関連予算も会員の皆様のご支援ご協
力のおかげで、昨年度に続き、必要額を確保することができました。
　今後の課題としましては、「事業執行状況」にかかっておりますので、
会員の皆様方のより一層のお力添えをよろしくお願いいたします。
　また、今年度治山林道協会事業としましては、昨年度に引き続きＣＰ
ＤＳの対象となる治山林道技術研修会及び施工管理技術基本研修会の充
実を図るとともに、中山間地域の更なる活性化に向けた取り組みを実施
して参りたいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻をよろしくお願いい
たします。

編集責任者　井関　廣幸

NO.207令和 4年 4月 15 日 11


